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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論は、フランツ・シューベルト（1797-1828）の音楽生活と音楽作品という音楽的な側面を手が
かりとしつつも、シューベルトを 19 世紀第 1 四半期における形成途上のウィーン市民社会の象徴的
存在としてとらえ、その音楽にとどまらない文化的な意義を考察したものである。まずその音楽生活
においてかかわったありとあらゆる市民的な現象を検討した。シューベルトを囲んだホームパーティ
ー「シューベルティアーデ」を開催した友人サークルはその第一のものであり、その交友から新興市
民団体である楽友協会の公開コンサートや楽曲出版や自作演奏会など社会進出の機会が得られた。だ
がウィーン体制下自由な表現を妨げる政治的な抑圧や、出版社との（芸術的価値と商業的価値をめぐ
る）確執や、新興市民層における（シューベルトら教養市民と経済市民の間の）経済格差などをとお
して負の社会的産物である絶望感や疎外感などの市民的感性ももった。このように、シューベルトは
市民社会に結びつきながらも、その触れかたには濃淡があったことがわかる。次に検討したのは、シ
ューベルトの音楽作品とウィーンとの関係である。シューベルトは交響曲とオペラにおいて芸術的・
社会的成功を期していたが、それらは公的に演奏されず、本願は叶えられなかったとされる。芸術的
には歌謡的な「リート性」をもつものや社会的抑圧とそこからの解放を音で表したものなど市民的で
斬新なものもあったが、政治的な圧力（検閲）や劇場側の興行的都合や難曲をもてあます市民オーケ
ストラの低技量や、妥協を是としないシューベルトの芸術家気質があったことを検討した。これに対
してリートは演奏機会も多く、具体的な言葉をつうじて最も市民的感性を反映できるという意味で、
シューベルトが社会的に成功したと考えられる分野である。シューベルト・リートは、親しみやすそ
うな外観と実際には音高を保つのが困難な特性をもち、それゆえ歌うための民謡でなく小空間で詩の
出来事とみずからを一致させながら「聴く」ための芸術歌謡である。とりわけ歌曲集『冬の旅』にお
いて、絶望と希望の交錯としだいに深まる孤独と諦念が身震いするほどの実感を伴った芸術的表現に
よって市民的感性が究極的に表現されていることを検討した。以上、シューベルトが教養市民の側か
ら勃興するウィーン市民社会にかかわり、流動する社会における恩恵と反発を受け、そこにおいて象
徴的に生成したあらゆるベクトルに触れた事実を明らかにした。シューベルトによる新しい市民音楽
の形成は、シューベルトとウィーンの葛藤をとおしてのものであった。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、音楽家フランツ・シューベルトに関する文化史的な観点からの研究であり、シューベル
トの音楽活動を、彼の生きた 19 世紀前半の都市ウィーンとの関わりの中で考察することをテーマと
している。具体的に言えば、当時のオーストリア・ウィーンは、政治的にはなお貴族の勢力が根強く
存続していたものの、経済的・社会的にはその実権が市民階級へと大きく移行する市民社会形成の途
上期にあったが、本論文は、シューベルトの音楽活動とこうした形成途上期のウィーン市民社会とが
密接に関わっていたとして、その関わりを考察すること、そしてそうした考察を通して、いかにシュ
ーベルトの音楽が当時の市民社会の外的・内的状況を反映した、その意味で市民独自の音楽となり得
ているかを明らかにすることをテーマとしたものである。このテーマの下に、本論文は大きく三部を
もって構成、まず当時のウィーン市民社会の、一方では貴族階級と対立し、他方ではその内部で経済
市民層と教養市民層が乖離した複雑な状況を概観した上で、＜第 1 章＞では、シューベルトの音楽
生活を中心として、＜第 2 章＞と＜第 3 章＞では、音楽作品（交響曲・舞台音楽の大形式作品なら
びにリート）を中心として、それぞれにおける市民社会との密接にしてアンビヴァレントな関わりを
詳細に論究している。 
シューベルトに関する従来の研究は、伝記的な人間研究と楽曲の音楽史的位置づけを試みる音楽史
的研究を中心とするが、伝記にせよ楽曲にせよ、その背景となるウィーン市民社会との関連について
は概して考察が希薄であった。また一方、19 世紀前半のウィーンの文化・社会に関する研究は数多
く出されてはいても、特にシューベルトとの関連が主題的に論じられることはなかった。こうした研
究状況にあって、本論文は、これまで看過されてきたシューベルトとウィーン市民社会の関連を明確
に主題化した点で特筆に値し、そして、楽曲を含む数多くの原資料を駆使してその関連を詳細に跡づ
けながら、シューベルト音楽の市民音楽としての独自のあり方を実証的に論述した点において、シュ
ーベルト研究に対して貴重な寄与をなすものと評価される。また、19 世紀の都市ウィーンの研究に
おいても、シューベルトの音楽という切り口から当時の文化・社会の様相に光を当てたものとして、
大きな意義を有すると言える。総じて、本論文は音楽学、文学、社会・文化研究等、多様な領域に亘
る学際的な独自の研究として、高く評価し得るものである。 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ
る。 
 
